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序章 研究の課題 
 
（１）カンボジア NGOの存在 

カンボジアはつい数年前まで戦闘が絶えなかった国である。現在、カンボジアに暮す人々の生

気に満ちた顔やその笑い声からは想像もつかないほどである。アンコール遺跡郡には年間 80万

人近くの観光客が訪れ、カンボジアは非常に豊かで平和に満ちた国に見て取れる。しかし、一歩

農村地帯に入ると、貧困による病気の蔓延、劣悪な衛生状況など多くの人々が日々生活に苦心し

ているという現実に遭遇する。これらの社会的問題は、第二次インドシナ戦争、ポルポト政権に

よって残された負の遺産といえよう。 

戦闘状態が長く続き激動の時代を経験したカンボジアは、現在復興の一途を辿る。復興支援は

多くの国家や NGOなどの協働により行われている。特に日本の NGOは数多く活動している。

これは、UNTAC1活動期間に、日本が初めて PKO 活動の一環として陸上自衛隊を海外派遣した

ため、人々の国際貢献に対する意識が高まりカンボジア入りした NGOが多かったことが一因で

あると言われる。現在、政府がカバーできない部分の多くはいまだ NGOによって賄われている

状態である2。教育、保健衛生、文化、伝統、職業訓練、地雷除去、カウンセリングなど非常に

幅広い分野において様々な活動が行われており、カンボジアにとってそれらの NGOはなくては

ならない存在である。 

 

（２）カンボジア NGOの苦悩 

上述の通り、カンボジアでは多くの NGOが活動を繰り広げており、カンボジアの人々にとっ

て大きな役割を果たしているといえる。しかしながら、現在カンボジアで活動する NGOは厳し

い局面に立たされている。 

UNTAC以来既に 10年近く活動を続けている NGOは数多い。それらの中には変化の激しい社

会の中でその時々に応じたプロジェクトの実施が要請され、資金不足や人材不足に悩み活動に限

界を感じているものもある。なぜなら多くの NGOはその活動資金の大半を寄付金や会費に頼っ

ているため、”カンボジアブーム”が去った今、人々の関心を引き寄せることが困難3であるから

だ。カンボジアの次は東ティモール、その次はイラクと人々の注目が集まる地域は変遷し、それ

に伴い NGO の財政状況も変化する。カンボジアにとってかけがえのない存在である NGO。し

かしその継続性には限界があり、これまでのようにはいかないという現実に直面している。 

更に、NGO 活動のような国際協力は無償援助であるべき、という支配的な考え方により、ほ

とんどの NGOは一方的な支援を行ってきた。よって現地の人々には完全に受益者の立場にある

                                                           
1 国連カンボジア暫定統治機構（UNTAC） 
2 カンボジアにおける公共サービス全体に支出される額は 1994－96年にかけてGDP比の約四分
の一。その中で政府歳入によって賄える公共サービスへの支出は三分の一程度。つまり、他の

三分の二は海外援助によって賄われている。（『カンボジア 外資系衣料産業の拡大と雇用変

動』参照） 
3 学校教育編報告会より（2003/6/19、主催：国際協力 NGOネットワーク） 
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という意識が植え付けられているのが現状である。例えば女性の自立を目指し織物訓練を行うあ

る NGOでは、一年間の織物研修プログラムを用意しているのだが、厳しい面接により研修生に

選び抜かれても近くに日給制の縫製工場ができたら研修を投げ出してしまう者がいたという。そ

れは給与の差に問題があるわけではない。研修生が NGOの“織物を職業訓練として施すことで

自立した生活を達成させると同時に文化の伝承を促進する”という思いを理解できず、安直に縫

製工場は日給で研修プログラムは月給という、すぐに現金が入るか入らないかで縫製工場を選ん

でしまうのである。それはもちろん NGO側の説明不足にもよるのだが、現地の人々の、援助は

受けて当然という考えがあるためこのような結果となってしまうのではないか。これはまさに、

これまでの一方的支援による弊害でありその NGOと現地の人々の間で相互理解、協働関係がで

きていないためプロジェクトの効果が上がらないという問題を浮き彫りにするものである。 

 

（３）研究課題 

上述のようにカンボジア NGO の現状は厳しいものである。しかしカンボジアにとって NGO

はなくてはならない存在となっている。そこで、カンボジア NGOの支援活動の新たなツールと

して、コミュニティビジネスを提案したい。カンボジアのシェムリアップを拠点に活動している

クメール伝統織物研究所（IKTT）4を事例とし、カンボジアにおけるコミュニティビジネスの可

能性を検証する。 

 

（４）研究手法 

 私は 2003年 7月 4日から 10日までの 1週間、IKTTでのフィールドワークにてカンボジア人

スタッフのヒアリング、IKTT設立者である森本氏のインタビューを行った。現地スタッフのヒ

アリングは、各仕事部門からそれぞれ三分の一の人数を任意に抽出し、実際彼らが働く工房にて

対面形式で行った。その具体的事実を基に、IKTTのコミュニティビジネス的特徴、その活動の

成果、成功要因などを検証していく。 

IKTTの組織については、フィールドワークで得た情報に加え、IKTTの HP、森本氏の著書『メ

コンにまかせ』なども参考にしていくつもりである。また、コミュニティビジネスについては、

『地域を元気にするコミュニティビジネス』（細内信孝 2001 ぎょうせい）、『コミュニティビ

ジネスの時代』（本間正明他 2003 岩波書店）の中での考え方を用い、IKTT に対応させる形

で論じていく。 

 

 
第一章 クメール伝統織物研究所の活動 
 
（１）IKTTの設立 

IKTT は 1996 年 1 月、日本人の森本喜久男氏によってカンボジアの首都プノンペン近郊のタ
                                                           
4 http://www.esprit-libre.org/iktt/index.html  
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クマオ市において設立され、現在はシェムリアップ5に研究所を移し活動を続けている。もとも

と京都の友禅の職人であった森本氏は、タイでボランティア活動を経験、その経験と職人のスキ

ルを買われ隣国のカンボジアの織物調査をユネスコ･カンボジアに依頼された。その調査6の中で、

カンボジアの伝統織物が内戦の影響により消えつつあることを知り、その復活を志したのである

7。IKTTの活動は今年で 9年目に入る。私はその活動の継続性とそれによる成果は非常に評価で

きるものであると考える。 

（２）IKTTの詳細 

 IKTT は、日本人スタッフ 38名（森本氏を含む）、カンボジア人スタッフ 320 名（内訳は男性

37名、女性 283名）（2003年 7月当時）で構成されている。女性の仕事である織物を主とする組

織なため男女の数に大きな差がある。 

 カンボジア人スタッフの居住域9は非常に広い。6 割以上のスタッフは 5 キロ圏内の農村から

来ているが、最も遠いスタッフは 70キロもの道のりを自転車で通勤している。 

 IKTTは伝統織物をつくる工程に沿う形で約 15もの仕事部門10にスタッフを分類している。部

門別のスタッフの人数は以下の図 1の通りである。 

 給与については独特な方法をとっている。織物などの商品が売れたときにその収益をスタッフ

に配分する。それを繰り返し月末に個人で決まっている給与額の不足分を渡す。勤め始めはだい

たい一人 15－20 ドル11、実力主義なのでレベルが上がるとそれに伴い給与額も上がる。一番技

術の高いスタッフは月に約 100ドルの給与を受け取る。 

図1，仕事部門別人数（単位：人数）

15
19

33

10

7312

11

33

5

28

30

2

2
材料準備

椰子籠

伝統の森

ペイント

生糸準備

大工

ショップ

パッチワーク

会計

絣括り

織り

アシスタント

マネージャー
 

 

                                                           
5 カンボジアの北西部にあり、アンコール王朝の遺跡群で有名である。 
6 調査内容：「カンボジアにおける絹織物の製造と市場の現況調査」 
7 『メコンにまかせ』森本喜久男著 1998 第一書林 参照 
8 森本氏を除くの日本人の二人のスタッフは全くのボランティアとして IKTTで働いている。 
9 スタッフの居住地－5キロ圏内；67%，5キロ～30キロ圏内；31%，40キロ～；2% 
10 材料準備＝芭蕉紐作成＋染色材料準備、大工＝木工＋竹細工、織り＝平織＋絣織、パッチワ
ーク＝＋ハンカチ、ショップ＝＋仕上げ 

11 カンボジアのお金の単位はリエルだが USドルも併用される。だいたい 4000リエルが 1ドル
である。ちなみにカンボジアの教師の給与は月 20ドルである。 
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（３）IKTTの活動成果 

Ⅰ）雇用創出効果 

IKTTは 320人ものカンボジア人スタッフを雇用しており、それらのスタッフを継続的に養っ

ている。カンボジアの就業率は 39％12ととても低く慢性的な職不足にある。そのような中でこれ

ほどの雇用を創出していることはその地域にとってもカンボジアの社会全体にとっても非常に

意味のあることである。 

 

Ⅱ）織物に対する文化的認識 

 インタビュー項目、「カンボジアの良い点とは何だと思いますか」13の回答として最も多かっ

たものは織物の 27%であり、自国について最も良い点として織物を挙げている。 

 IKTTでは内戦の中で生き残った織物の技術を持つ女性を探し出し、彼女らに協力を求め織

物の技術の復活と伝承を行っている。現在、内戦前に王宮で使われていたと思われる高品質なア

ンティークの織物と同等のものを織ることができるレベルの技術が復活している。IKTTスタッ

フには組織の目的としてカンボジアに古くからある伝統を守るという認識があるため織物に対

する意識が高いと考えられる。国家にとって伝統文化の復活は人々の従来の生活の一部を、更に

は自文化に対する誇りを取り戻すという非常に重要な位置を占め、カンボジアにとっての織物も

そのような存在であるといえよう。 

図2，カンボジアの良い点
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Ⅲ）生活の向上 

2003 年 7 月に IKTTにて実施したインタビューによると 60％ものスタッフが IKTTに勤める

ことによって生活状況が改善したと答えた。IKTTで働く女性スタッフの 25％は、戦争や病気に

より夫や父親を亡くしており家計を担う存在14である。しかし小さな子供を連れた女性、高齢な

                                                           
12 『First Socioeconomic Development Plan1996-2000』より 1996  Ministry of Planning , The Royal 

Government of Cambodia 
13 始め、これは「カンボジアのよき文化とは何ですか」という質問であったが、文化という言
葉を理解できないスタッフが多かったので途中から質問の仕方を変更せざるを得なかった。 

14 未婚のスタッフの中で両親のいない人は 28％、既婚のスタッフの中で夫のいない人は 18％で
あり、IKTT女性スタッフ全体の約３割の女性が家計を担っている。 
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女性は多くの場合、職を得ることが困難である。IKTTではそのような女性を優先的に雇用する。

つまり彼女らにとって IKTTは唯一の働き口なのである。このように IKTTで働くことによる生

活向上効果は十分評価することができる。 

 

このように IKTTの活動は”カンボジア伝統織物の復活”という目的達成の過程においてカンボ

ジアの人々、社会に対して様々な効果をもたらしている。しかし、なぜ IKTTは先述したような

多くの NGOが感じる限界に阻まれることなく、このように継続的で効果的な活動を行うことが

できるのだろうか。 

その要因はカンボジアで活動を展開する NGOと IKTTを比較したときに見受けられる大きな

相違点にある。ここでいう大きな相違点とは、コミュニティビジネス的側面の有無である。コミ

ュニティビジネス、それは一体どのようなものでどのような効果を生むのだろうか。 

 

 
第二章 コミュニティビジネスとは 
 
 この章においては、後に IKTT のコミュニティビジネスを検証する前段階として、『地域を元

気にするコミュニティビジネス』、『コミュニティビジネスの時代』を参照にコミュニティビジネ

スについて考えていく。 

 

（１）コミュニティビジネスの定義 

コミュニティビジネスとは、“コミュニティ15に基盤をおき、社会的な問題を解決するための

活動”（『コミュニティビジネスの時代』より抜粋）である。この言葉はもともと、19 世紀後半

の物質的な豊かさ、上向きの経済成長を追い求めた結果生まれた弊害を取り除き、地域社会をい

かに活性化するかを考えたときに出てきたものであり、1994 年より今日の意味合いで用いられ

るようになった。よってこの言葉は比較的新しく、その定義は様々である。この論文においては、

上記の定義づけを用いる。 

 

（２）コミュニティビジネスの特徴 

 コミュニティビジネスの特徴16は主に４つある。一つ目は住民主体の地域密着型のビジネスだ

ということである。二つ目は、必ずしも利益追求を第一としない適正規模、適正利益のビジネス

で、継続性を担保しながら赤字を出さないように組織を運営するという点である。三つ目は、利

益を第一とするビジネスとボランティア活動の中間領域における活動で、地域の人々の顔が見え

                                                           
15 ここでのコミュニティの定義：“「一定のルールを共有する人々の集まり」をコミュニティの
基本と捉え、その上で、生活地域を共有する「ローカル・コミュニティ」と、関心や思いを共

有する「テーマ・コミュニティ」の両方を考慮の対象にしていく”（『コミュニティビジネスの
時代』P23,L4- 本間正明 2003 岩波書店） 

16 『地域を元気にするコミュニティ･ビジネス』P3参照 
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る距離で働き、働く人が皆食っていけるような活動であること。四つ目は、グローバルな視野の

もとに、行動はローカルでかつ情報公開などを進んで行う開放的な活動だということである。 

 

（３）主体と活動領域 

コミュニティビジネスの活動主体は NPO、株式会社、有限会社などさまざまな形態がある。

現在、特に日米欧諸国で様々な分野においてコミュニティビジネスが展開されているが、発展途

上国におけるコミュニティビジネスの事例はいまだ見られていない。コミュニティビジネスの活

動分野に、保健・医療、福祉、社会教育、文化・芸術、人権・平和、環境、国際交流、情報通信

などがある。このように先進諸国においてコミュニティビジネスは盛んに行われており、これか

らの地域社会を創造する一つの手段になると期待されている17。 

 

（４）期待される４つの効果 

コミュニティビジネスの効果として以下の四点を挙げることができる。（『地域を元気にするコ

ミュニティ・ビジネス』P9参照） 

ⅰ）人間性の回復－個人が生き甲斐を持って働くことで自己実現につながる 

ⅱ）地域社会の問題解決 

ⅲ）生活文化の継承、創造－その地域ならではの知恵やノウハウを地域に蓄積することで、生活

の多様性を生み出すことが可能となる。 

ⅳ）経済基盤の確立－コミュニティビジネスはビジネスなので地域内でお金が回り、経済的基盤

が築かれる 

 

（５）コミュニティビジネスの成功要因 

Ⅰ）コスト意識－原材料費や人件費がどのくらいなのかということを見極める。 

Ⅱ）短期的目標の設定－目標を掲げ結果がでなければ事業を止める。 

ⅲ）広い意味でコミュニティビジネスを捉える－全体的な地域力向上を目指す。 

 

以上、コミュニティビジネスの枠組みを論じてきたが、このようなコミュニティビジネスに見ら

れる特徴や活動効果が IKTTにはあるのだろうか。以下で検証していく。 

 

 
第三章 IKTTのコミュニティビジネス的側面 
 
さて、IKTTはどのような部分がコミュニティビジネス的なのだろうか。ここでは第二章で学

んだコミュニティビジネスの特徴と照らし合わせ考えていく。 

                                                           
17 『コミュニティビジネスの時代』参照 
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（１）IKTTのコミュニティビジネスとしての特徴 

Ⅰ）地域密着型 

IKTTはカンボジアという地において、長きに渡る内戦によって破壊された伝統織物の復活と

保存を明確な目的として掲げ活動を行っている。IKTT は 1996 年の設立以来、第一段階として

伝統織物の復活を中心的な目的として活動を展開、そして一定のレベルまで伝統織物の復活が実

現したため、2000 年度より第二段階として若い世代に織物を継承することを主な目的として活

動している18。織物は伝統的に女性の仕事であるため、最貧困層の女性を優先的に雇用し、女性

の自立を全面的に支援することにより若い世代を育成し、伝統織物の継承を促進しているのであ

る。また、IKTT は約 7 割のスタッフが活動地から 5 キロ圏内の農村に居住19しており、活動地

域における雇用創出の一端を担っている。このように IKTTの活動はカンボジア伝統織物の復活

という目的を通して地域貢献を行っており、地域で地域のための活動、すなわち地域密着型の活

動を展開しているということができる。 

 

Ⅱ）利益追求を第一としない適正規模、適正利益のビジネス 

IKTTはビジネス的視点を大切にし利益追求を怠らない。組織を運営するため、スタッフを養

うためには最低限の利益の追求は必須である。しかし、だからといって IKTTは利益の最大化を

第一としているわけではない。IKTTは織物をつくり、その織物をそれに見合った値で売り、そ

の収益で生活をするという IKTT自身の“自立”を目指しているのだ。現地の女性の自立を目指

しているのにも関わらず、支援する IKTT自身自立していなかったら本末転倒であると森本氏は

言う。つまり IKTTは利益追求を第一とせず、自立した活動のために適正な規模、適正な利益の

ビジネスを展開していると言える。 

 

Ⅲ）ビジネスとボランティア活動の中間的存在 

IKTTは利益の上がる事業を行い、その余剰収益で利益の出ない事業を行う。つまり、織物を

つくり、その販売収益が IKTT の中心的な経済基盤となる。そして、大半を織物事業に還元し、

一部をお絵描き組やスタッフへの奨学金制度などの半ボランティア的事業に充てるのである。お

絵描き組とは、IKTT の 15 以上もある事業部門の一つで、絵心のあるスタッフの才能を育てる

ための部門で、お絵描き組スタッフは一日中絵画の制作に取り組んでいる。お絵描き組の中から

将来カンボジアを代表する画家が一人でも出てくれたら・・・というかつて画家を目指したこと

のある森本氏の思いによるものである。また、奨学金制度は英語力を身につけたいという意欲の

あるスタッフには奨学金を出し英語塾などへ通わせるという仕組みである。これらの事業は直接

的な収益にはならず、短期的には IKTTの発展に寄与しないが、中期的には IKTT全体のアビリ

ティ向上、長期的な視点で見てカンボジアの人々の自立した生活に関わってくるため、IKTTの

重要な活動の一つとなっている。 

                                                           
18 http://www.esprit-libre.org/iktt/about/index.html#02 参照 
19 スタッフの居住地－5キロ圏内；67%，5キロ～30キロ圏内；31%，40キロ～；2% 
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Ⅳ）グローバルな視野でローカルに活動 

IKTTはカンボジアの伝統織物の復活を目指している。カンボジアの伝統織物の保存は世界的

に重要なイシューである。現代のグローバル化の時代において、海外資本とともに様々な外国文

化が流入してくるため多くのマイノリティーの文化が消えようとしている。このような流れの中

で、より国家や地域のそれぞれの文化を大切にしようという意識が世界中で高まり、国連でも世

界文化遺産の認定、保護が促進されている。カンボジアの織物は内戦の影響により消滅しかけた

伝統文化の一つである。と同時にインドシナ半島における織物文化の支流のひとつとも言われる

ためその喪失は世界的にも大きな打撃である。IKTTの伝統織物の保存活動は、消滅しかけた伝

統織物を復活させ、更にそれを発展させ新しい文化をつくりだそうという意識の下で活動が行わ

れている。つまり、IKTTは文化の消滅というグローバルな問題を解決し、新たな文化の創造を

カンボジアというローカルな地で実践しているのである。 

 

Ⅴ）地域の余剰資源の利用 

IKTTの、コミュニティにおいて使われていない資源を最大限に利用して活動しているという

点もコミュニティビジネス的特徴であるといえる。コミュニティにおいて使われていない資源と

して、人材、土地、文化（知恵）などが挙げられる。 

IKTTは現在 320人ものスタッフを雇用している。つまり、現地で使われなかった潜在的労働

力を発掘したということになる。 

次に土地の利用についてだが、これは 2001年度から始まった IKTTの新たなプロジェクト、”

伝統の森計画”により行われている。それは、これまで外部から購入していた生糸を自ら養蚕し

生産すること、自然染色に使うラックカイガラムシ20や植物が生息できる自然環境を復活させる

ことを目的とした事業である。この事業のために IKTTはアンコールトム郡（シェムリアップの

研究所から約 22km離れた地域）に約 10 ヘクタールの土地を購入した。そこは農村地帯なのだ

が、使われていない土地が多く地雷除去も完全に終っていない地域であった。よって、IKTTは

プロジェクトを実施するため荒地を開墾、地雷撤去団体に地雷の除去を申請した。つまり荒地が

利用されると同時に地雷除去が促進され地域への多大な貢献となった。 

最後に文化（知恵）の活用についてである。カンボジアでは内戦により織物ができない状態と

なった。そして代々継承されてきた織や養蚕がなくなり、その文化はほぼ途絶えた。よって、カ

ンボジア独特の織物は消滅したかに見えた。しかし、一部の農村にて、織物の技術と知恵を持つ

高齢の女性が生き残っていた。彼女らは知恵や技術こそ持っていたが、織物に必要な素材も環境

もなくそれらを活かすことはできなかった。森本氏はそのような織物技術を持つ人を探し出し、

                                                           
20 “カメムシ目”の“ラックカイガラムシ科”に属する昆虫の 1種。インドに原産し、諸種の
樹木上に多数寄生し、樹液によって生活する。“ラッカインレッド”という赤い色素が取れ

る。カンボジアの染色材料の一つとして伝統的に用いられてきたが内戦により従来の自然環

境が破壊され、現在カンボジアではほとんど生息していないといわれる。

（http://www.ne.jp/asahi/colorful/anima/wantyu/dict/main/dict-ra.html 一部抜粋） 
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IKTT設立への協力を要請。そして一緒にここまで織物の復活に携わってきたのだ。彼女らの技

術は簡単に手に入れることができないため、彼女らを見つけ出すことができなかったら、カンボ

ジアの伝統織物の中でも特に高い技術を要する絣織りは復活されなかったといっても過言では

ない。つまり、IKTTは彼女らの持つ知恵、技術を最大限に活用しているということである。カ

ンボジアにあった文化（知恵）は IKTTを通して継承可能となったのである。 

以上の点が IKTTのコミュニティビジネスとしての特徴である。では、これらの IKTTの活動

からコミュニティビジネスに期待される効果は生まれているのか検証していきたい。 

 

（２）IKTTのコミュニティビジネス的効果 

ⅰ）人間性の回復 

カンボジアの経済状態は非常に悪く21、IKTTの 34％のスタッフはその日暮らしであり生活の

厳しさを訴えている22。しかしながら、その中でも IKTTで織物を習得していくにつれ、織物に

自らのアイデンティティを見出し、織を生き甲斐としているスタッフが少なくない23。IKTT は

スタッフにとって職場という機能と同時に自己実現、人間性の回復の場となっているといっても

過言ではない。 

 

ⅱ）地域社会の問題解決 

IKTTは先述してきたように地域の問題をすでにいくつも解決方向に向かわせている。伝統織

物の消滅を食い止めたこと、雇用を創出して慢性的な職不足の改善に寄与したこと、内戦により

破壊された自然環境の再生を図っていること（伝統の森計画）などである。 

 

ⅲ）生活文化の継承、創造 

これについては先にも述べたように、織物文化の継承、新たな織物の創造自体が生活文化の継

承、創造につながっていく。織物は従来、農村において家族ぐるみ24で行われてきたものである

が、いまだそれは復活していない。しかし、「IKTT において織物技術を習得することでそれぞ

れが自分の村で織を行いそれによって生計を立てていくことができるようになれば」と森本氏は

言う。よって、生活文化の継承、創造についてはまだ完全に達成はされていないが、IKTTはそ

の基盤作りを行っているといえよう。 

 

                                                           
21 カンボジアの一人当たりの GDPは 133USドルと周辺国（ラオス、ベトナム、タイ）の中でも
最も低い。（http://www.worldbank.org/data/databytopic/GDP.pdf参照）  

22 インタビュー調査において、poor（その日暮らしも厳しい）：34％，depends（家族の病状など
による）：3％，normal（その日暮らしだが生活できる）：57%，good（十分生活できる）：6％
と 9割がその日暮らしをしており 3割は極貧生活に苦しんでいることが分かる。 

23 IKTTでのインタビュー調査では「カンボジアの文化として織物を守りたい」、「織物を体得し
文化を受け継ぐことが大切」などと話すスタッフもいた。 

24 カンボジアの農村では、夫が妻のために機を作る。自家栽培の蚕から糸をとり妻が織物を織
る。そして娘が大きくなったとき織りを継承するというように、家族全体で行われてきた。 
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ⅳ）経済基盤の確立 

IKTTは織物をつくり観光客に対して販売することで外貨を獲得し、それにより周辺地域に住

む IKTTスタッフの生活が成り立つというかたちにより、地域における経済基盤を確立している。

これは、地域の中で生産された布が地域の中で消費されるというような、需要と供給が一致しお

金が本当の意味で地域内循環しているとは言いがたい状況である。しかしながら確実に地域の一

つのビジネスとして IKTTの活動は成果を上げており、海外支援、海外資本に頼るカンボジアに

とっても外貨獲得の一つの場となっているのではないか。 

 

このように IKTTの活動は確実に成果を上げており、それはコミュニティビジネス的効果によ

るものであるといえる。それでは IKTTがコミュニティビジネスの成果を上げることができる要

因は一体どこにあるのだろうか。 

 

（３）IKTTの成功要因 

Ⅰ）コスト意識 

IKTT はカンボジアで活動する多くの NGO と異なり、自らの事業で採算を取るという意識が

高い。つまり国際支援は無償援助であるべき、という一般的な考え方には捕らわれていないので

ある。IKTTは織物を始めとする事業に必要な原材料や人件費を見極め、それに見合った価格設

定をする。現に、織物が売れたときそれに見合った給与が織り手に与えられる。このようなコス

ト意識を持つことでスタッフに責任感を持たせ、よいものを作ろうという向上心を高めている。

それは結果的に組織自体のステップアップにつながっている。 

 

Ⅱ）短期的目標の設定 

IKTTの活動は今年で 9年目に入る。1995年から 2000年までの第一段階は「織物の復活」を

目標として、2000 年からは第二段階として「織物継承を促進するための女性の自立」を目指し

て行ってきた。そして 2003年からは第三段階「伝統の森計画」を掲げ活動を展開している。こ

のように、IKTTは一つの目的がある程度達成されたら次の目標を設定する、というようにして

比較的短いスパンで活動の明確な目的を更新してきた。よって、IKTTは活動目的が曖昧になる

ことなく、組織として目標達成のために日々前進することができるのである。 

 

ⅲ）広い意味でのコミュニティビジネス 

コミュニティビジネスを広い意味で行う25ということが成功要因の一つとして挙げられる。

IKTTは、織物の復活を目指し活動を行ってきた。それは織物を“職業訓練”などのように狭い

枠にはめ込まず、織物に携わる人々の生活全般、特に女性の自立を念頭に置き地域社会全体の成

長を考えた活動である。つまり狭い意味でビジネスをとらえるのではなく、コミュニティ力を全

                                                           
25 ”一つのキーワードとして『コミュニティ・ビジネス』をとらえて地域力を上げていくことが
重要である”（『地域を元気にするコミュニティ・ビジネス』より抜粋） 
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体的に上げていくことを念頭に置き、広い視野を持ってビジネスを行うのである。この姿勢こそ

が、IKTTのコミュニティ貢献につながり、コミュニティビジネスとしての成功要素の一つを満

たしている。 

 

このように、これら３つのコミュニティビジネスの成功要素を IKTTは網羅しているため、よ

り効果的で持続的な活動を行うことができるのである。では、このような活動を可能にする IKTT

とは一体どのような組織で、どのような特徴を持っているのだろうか。 

 

（４）IKTTの組織形態 －事業型 NGO 

IKTTは、国境を越えて国際協力に携わる民間組織であるため NGOであると言える。しかし、

財源を寄付金や会費に依存するのではなく、自らの事業収入によるという点において、多くの

NGOとは性質を異にする。現に IKTT設立者の森本氏は、「IKTTは NGOであるというより自立

を目指す生活 NPOである」と話している。よって一概に IKTTを NGOと呼ぶことはできない。 

『コミュニティビジネスの時代』（本間正明他 2003 岩波書店）の中で、コミュニティビジ

ネスの主体として事業型 NPOが注目されている。事業型 NPOとは、”厳密な定義はないが、い

わゆる趣味の会のような内的な目的を追求する集まりではなく、また、アドボカシーなどの非収

益事業を主な活動とするものでないものであり、財源のうち事業収入が一定以上の割合を占める

NPO“26であるという。 

IKTTは伝統織物復活を目的に女性の自立、地域への貢献を視野に入れ様々な事業を展開して

おり、その事業収益を財源とし組織を運営している。よって、IKTT はまさに事業型 NPO の条

件を満たしているといえる。すなわち IKTTは NGOと事業型 NPO、両方の性質を保持し、これ

までになかった組織形態―事業型 NGOを体現する組織であるということが分かる。 

 

カンボジアのような発展途上国におけるコミュニティビジネスの事例はいまだ見られないた

め、IKTT は事業型 NGO として発展途上国におけるコミュニティビジネスのさきがけとなり、

新たな形での支援活動の可能性を広げることとなる。 

それでは最後に、IKTTの抱える問題点を洗い出しその解決方法を探ることでこれからの IKTT

の方向性を考え、同時にコミュニティビジネス全般の課題を明確にしていく。 

 

第四章 コミュニティビジネスの課題 
 
（１）IKTTの試練 ～スタッフの引き抜き 

IKTTは現在大きな問題を抱えている。それは、IKTTの織り手の引き抜き27（ヘッドハンティ

ング）である。最近、カンボジアで初めてのテーマパークがシェムリアップ郊外に建設された。

                                                           
26 『コミュニティビジネスの時代』P24,L8- より抜粋 
27 http://www.esprit-libre.org/iktt/diary/log/0069.html 参照 
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そのテーマパークはカンボジアの文化村のようなもので、その中の一つとして織物の実演が行わ

れる。そこで実演を行う織り手として高給を条件に働かないかと IKTTのスタッフに声がかかっ

たのである。IKTTの給料について不満を持つスタッフが多いのが現状（図 328参照）であり、高

給を提示されれば心が移るのも否めない。 

 しかし、IKTT で織物を習得し IKTT の一端を担っていた織り手が引き抜かれるということは

IKTTにとって痛手である。また、引き抜いた企業がさしあたり技術を持つ織り手を手に入れる

ことができ、引き抜かれた織り手もより高額な給与によって生活が潤ったとしても、それは短期

的な利益でしかない。なぜなら IKTTでの織物事業には、こだわりがあり選び抜いた糸、染料な

どの素材が揃い、さらに織物の復活を一番に考える指導者がいて初めて上質な織りが可能になる

からである。IKTTと全く同等の織物は簡単に真似できるものではないということをいずれ彼女

らは気が付くのだと、森本氏は言う。そして IKTTと同質の織りを前提のものとして引き抜いた

企業もまた期待外れに終るのではないか。つまり、長期的な視点で見るとこの引き抜きは IKTT、

織り手両者にとって、更には企業にとってもプラスにならないのである。 

 このような事態は、IKTT の経済力不足に加え IKTT によるコミュニティ密着型の活動に関し

て無知である一企業によって引き起こされる。これからカンボジアへの企業の進出が更に激しく

なると考えられ、それに伴う引き抜きの問題はより深刻化すると予想される。このままでは、現

地で活動を続けてきた IKTT のような組織にも、進出企業にとってもよい結果をもたらさない。

では、両者が win-winの関係になるにはどのような方法があるだろうか。何かよい解決策は考え

られないのだろうか。 

図3，給料は十分かどうか。

61%

4%

32%

3%

not enough

depends

enough

no idea

 

 

（２）コミュニティビジネスと企業の連携 

上述の引き抜きのような問題を解決、是正するために考えられる一つのソリューションとして、

企業と IKTT との連携が考えられる。引き抜きの問題に関しては、IKTT にいるからこそ上質の

布を織ることができるということを企業が理解すれば無理に引き抜きという方法をとらないの

                                                           
28 図 3の中の回答項目についてだが、dependsは病気や災害などにより支出額が変わるので一概
には言えないという答え。No ideaは IKTTに入ったばかりで給料をまでもらっていないスタ
ッフの回答である。 
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ではないか。企業と IKTTは連携することによって初めて、相互にプラスとなる行動をとること

ができる。 

例えば企業は織り手を引き抜くのではなく IKTT から一定期間の派遣を受けるという形が考

えられる。織り手は派遣期間中については企業が提示する給与を受け取る。そうすることで、

IKTTは組織全体の技術レベルの維持が可能となる上、スタッフの給与の一部は企業からでるた

め経済的負担も軽減される。また織り手の技術も IKTTで働き続けることにより高められ、更に

生活の向上にもつながる。そして企業はより技術の高い織り手の派遣を受けることが可能となる。

このような企業と IKTTの連携体制こそが両者の win-winの関係を実現するのではないか。 

コミュニティビジネスと企業との連携は、現在日本においても大きな課題とされている。企業

にとってコミュニティビジネスとパートナーシップを組むことのメリット29は社会的な評価を

上げるなど多大なものであることが分かる。コミュニティビジネスにとっても、経済基盤の脆弱

性などによる零細経営や“草の根の悪循環30”の克服など企業と連携することは有益である。 

現状を見ると、コミュニティビジネスと企業の連携はまだ発展途上である。しかし連携による

両者の関係性の向上、有益性を考えると積極的なパートナーシップの構築が望まれている。 

 

（３）IKTTの可能性 

日本ではもちろんのこと、カンボジアにおいても企業とコミュニティビジネスとのパートナー

シップは有益であると考えられるため、IKTTは現地企業との連携を前向きに考えていくべきで

ある。引き抜きの問題について IKTTが企業と連携するメリットは経済的負担の軽減に加え、織

物技術レベルの維持である。IKTTは財政的問題を抱えているといっても日本でコミュニティビ

ジネスを展開する多くの事業型 NPO31よりも自主事業収入率は高くある程度経済的に自立して

いるため、現地企業とより同等な立場でもってパートナーシップの構築を実現することができる

だろう。また、IKTTの織物という分野の専門性、そしてその技術の高さを活かした連携体制も

可能なのではないか。 

これは一つの例に過ぎないが、IKTTがこのような独自の強みを活かすことは、コミュニティ

ビジネスとしてその活動を充実させ IKTTの更なる躍進につながることと私は確信している。 

 

 

 

                                                           
29 ①社会貢献活動の充実 ②ブランドイメージの向上 ③企業行動の評価、モニター ④顧客
ニーズに対応した開発・創造（『コミュニティビジネスの時代』P166 一部抜粋） 

30 日本の NPOは零細経営で優秀なスタッフを雇うことができずボランティア頼みが続く。企画
力やファンドレイジングの才能がなければこうした悪循環を断ち切ることができない。このよ

うな状態を「草の根の悪循環」という。（『コミュニティビジネスの時代』P180参照） 
31 NPOの収入構成 自主事業収入 31.3％、会費・賛助会費 29.1%、寄付金・協賛金 12.9%、行
政の委託事業収入 7％、その他 19.7%（産業構造審議会『NPO部会中間とりまとめ』2002、
http://www.meti.go.jp/report/downloadfiles/g20514bj.pdf参照） 
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結語 
 今回、私はカンボジアにおけるコミュニティビジネスの事例として IKTTを挙げ、そのコミュ

ニティビジネス的側面を実証するために具体的な活動内容に触れてきた。IKTTの事例を細かに

検証する過程で、私は改めて IKTTの潜在能力の高さ、先見性に気づかされることとなった。IKTT

は事業型 NGOとして、いまだ前例に見ないカンボジアという発展途上国におけるコミュニティ

ビジネスを実現している。それは、現在カンボジアで活動する NGOなどの様々な支援組織にと

って非常に示唆に富むものであり、それらの新たな支援活動の可能性を提示するものとなるだろ

う。 
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